
第４回 学校運営協議会議事録 

令和８年７月１７日（金） 17:00～ 

由井第一小学校 家庭科室 

会 次 第 

司会：山川 元一 

１． 開会 

（１）会長挨拶 

  ・豪雨で下校時間に影響が。夏休みに入ったら、子供たちを 地域で見かけたら声掛

けをお願いします。 

  

（２）校長挨拶 

  ・本校は来週まで一学期。日光に安全に行ってこられるように。一学期間、ご協力い

ただき、ありがとうございました。  

  ・牛乳をコップで提供。本校がお試し校に。本日読売新聞の取材も。物価高の影響。

1リットルパックにすると、一日あたり 1 万２千円浮く。加住小中は全校で実施。

あくまでも SDGｓの取組としてということだった。量が調整できるという良さもあ

り、牛乳の残さいがゼロになった。おいしく感じて飲めるようになった児童もい

る。おかわりじゃんけんで悲しむ子がいなくなった。など、児童からも意見がたく

さん出ていた。 

   

２． 議事 

（１）１学期を振り返って 

学校評価（学校運営協議会の方々から）→ご回答をお願いいたします。 

  ・水泳は何時間実施？ →水泳は、１０時間実施しました。 

  ・1 学期は、放課後はバタバタすることが多い時期だが、管理職と連携がとれて

いるのでスムーズに進められている。日々学ばないといけないので、定期的に

ミーティングをもっている。お気づきの点があったら教えていただきたい。（奥

野さん） 

・放課後フライトでは、嬉しそうにテストの点を報告しにきてくれる。３０分で 

できる量を担任の先生にはお願いしたい。参加率は？→２０人から４０人ほ 

ど。毎日くる子もいれば時々くる子もいる。（奥野さん） 

    ・先週金曜日打越中で漢検実施。７名の由井一っ子が参加。（松村さん） 

    ・図書ボラ総勢 70 名ほど。そのうち３７名が卒業生。何の問題もなく、一学期 



を終えました。また、図書室の机が変わったことによってなのか、休み時間に 

利用する児童が増えた。（西本さん） 

    ・おやじの会を立ち上げた五十嵐さんは、ビブリオバトルについて詳しい 

方。ぜひ、由井一小に来ていただき、子供たちにご指導をいただきたい。 

    ・共働きが多い中でＰＴＡの力を発揮できない部分もあるが、地域の方のお力に 

より支えられている。スリム化も考えている。（石崎さん） 

    ・デジタル化により、久しぶりに紙に書こうとしたら、漢字が書けない。ただ、 

読める字は増えた。コスパ、タイパ、メンパ（メンタルパフォーマンスコス 

ト）などについても考えていきたい。（田代さん） 

    ・保育園でも、一年に一人は弁護士を入れるような事案が起きている。幼保小連 

携が今後もより大切になってくる。（井上さん）子ども達で仲直りしたことで

も保護者が納得できない実情もあり、難しく感じている。 

     →地域ができることについては何があるか 

     →保護者も地域の力にたよるなど、受け入れてくれるとよいのではないか。 

    ・保護者の方には、地域の方々の言葉は受け入れてくれることも多い。より、関 

係づくりはできないか。 

→やっぱり決め手は挨拶。まず知ることから。 

→地域の方々も聞く姿勢から。まずは受け入れていくことで安心感が広がる。 

    ・スクールロイヤー（八王子市で雇っている）への相談もできる。この制度は５ 

～６年前から。 

    ・子どもの話を聞くところはたくさんあるが、悩んでいる保護者の気持ちも聞い 

てあげられる場所をつくることも必要。 

    ・ホーム＆スクールの連絡を、学運協にも流せないか。７年生という枠を使って 

流している学校もある。→検討していく。 

 

（２）子どもたちの様子 

写真参照 

 

（３）報告事項 

・教務 

 あと一週間で１学期が終了します。日光がまずは無事に終わるように。ま 

た、今年度から終業式や始業式の日も給食提供があります。また、２学期始 

まって一週間後の９月 3 日に、平日の学校公開があります。ぜひお越しくだ 

さい。 

 

・生活指導 

 →今回はなし 

 



 

・校内研究（スライド参照） 

 ・テーマについて 

 ・それぞれの教員が勝負できる教科で研究を進める。 

 ・中学年分科会の研究授業について 

 ・ジグソー学習について 

 ・成果と課題について 

 ・今後の情報教育の導入（学習内容の追加）による今後の学習のありかた 

 

【質問】 

学習支援ソフト「オクリンクプラス」とは？ 

・ミライシードという中の一つ。他にはドリルパークというものがある。 

・今まで紙ベースで学習していたものが、タブレット上でできる。 

・児童同士でタブレットを通じて考えを共有することができる。 

・黒板でやっていたことがタブレットでできる。（資料配布など） 

     ・自治体によって違う。港区は iPad など。 

     ・ICT 機器は、あくまでこれは学ぶための手段。使わせることが目的ではな 

い。文房具と同じように使えたら、学びに自由に使えるようになっていく。 

     ・一人ひとりの学習を見取りやすくはなった。 

     ・能動的に取り組める児童は増えた。ただ、それが学習の理解度にどれだけ結 

び付いているかは、まだ分からない。 

 

・その他（副校長） 

・子ども達にクマクイズを夏休み前に実施をとのことで、実施中。 

・自転車の事故が増えている。夏休み前に児童に指導をしていきます。 

・無事に夏休みに入り、無事に２学期がスタートしていかれるようにしていき 

ます。 

     ・こども食堂前の交差点での本校６年児童が自転車ですごいスピードで通過す 

る姿。信号のない横断歩道はさけるように指導した。 

     ・アライグマなどが出ている。絶対に触らないように。病気をもっている。 

・９/２６の北野ストリートフェスに小学校で参加をお願いします。（奥野さ

ん）→ダンスクラブが参加します。 

・おやじの会の保険について。来年は、どこの PTA の保険なのかはっきりさ

せたほうがよい。 

 

閉会時刻１８時００分 


